
 
  

 

 1 / 3 

PRESS RELEASE  2025/10/16      
 

 

胆振東部地震による高密度斜面崩壊で森林蒸発散が減少 
～洪水や土砂流出に注意～ 

 
 
ポイント 
・2018年に発生した胆振東部地震に伴う斜面崩壊で 37％の森林が失われた流域で蒸発散量を計算。 
・地震後 3～4 年の夏季に、地震がなかった場合と比べて蒸発散量が 27～19％減少したことが判明。 
・降雨量のうち蒸発散量を除いた分が河川へ流出するため、洪水や土砂流出（濁水）に注意。 

 
概要 

北海道大学大学院農学研究院の桂 真也助教、同広域複合災害研究センターの厚井高志特任准教授
の研究グループは、2018 年に発生した北海道胆振東部地震で高密度に発生した斜面崩壊により、森
林蒸発散量が減少したことを解明しました。 
 胆振東部地震では森林に覆われた流域で斜面崩壊が高密度に発生し、森林に大きな被害をもたらし
ました。森林は、蒸発（降雨時に葉、枝、幹に付着した雨滴が蒸発すること）と蒸散（根から吸った
水を葉の気孔から水蒸気として排出すること）により（両者をまとめて「蒸発散」と呼びます）、降雨
の一部を水蒸気の形で大気に戻すという役割を担っています。研究グループは、地震から 3～4 年後
の夏季に、斜面崩壊で 37％の森林が失われた流域で降雨量 Pと河川流出量 Rを観測し、蒸発散量（＝
P－R）を算出しました。これを、地震による斜面崩壊が発生せず森林が元のままであった場合に推定
される蒸発散量と比較したところ、それぞれ 27％、19％少ないことが分かりました。 
降雨量のうち、蒸発散量を除いた分が河川へ流出するため、同じ降雨でも地震後は河川流出量が増

加していると言え、洪水や土砂流出（濁水）に注意する必要があります。 
なお、本研究成果は、2025年 10月 8日（水）公開の Hydrological Processes誌にオンライン掲載

されました。 
 

 
 
 
 
 
研究対象流域（ピンク色の実線で囲われた範囲）の地震
直後の空中写真。もともと森林に覆われていたが、地震
による斜面崩壊で 37％の森林が破壊された。 
W地点に堰を設置し、流域からの流出量 Rを観測。 
Ｓ地点で降雨量 Pを観測。  
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【背景】 
2018年 9月 6日に発生した北海道胆振東部地震では、森林に覆われた地域で高密度に多数（7,000

か所以上）の斜面崩壊が発生し、多くの森林が失われました。森林は、蒸発（降雨時に葉、枝、幹に
付着した雨滴が蒸発すること）と蒸散（根から吸い上げた水を葉にある気孔から水蒸気として排出す
ること）により（蒸発と蒸散をまとめて「蒸発散」と呼ぶ）、降雨の一部を水蒸気として大気に戻すと
いう役割を担っています。すなわち、森林は降雨の一部を蒸発散で消費しており、蒸発散を免れた降
雨が地中に浸透してやがて河川に流出することになります。地震により森林が失われたことから、蒸
発散が減少し、河川流出量が増加することが考えられますが、胆振東部地震のように高密度に斜面崩
壊を引き起こすイベントは稀であるため、斜面崩壊が流域の蒸発散量に与える影響はこれまで報告さ
れていませんでした。 

 
【研究手法】 

研究グループは、地震により高密度に発生した斜面崩壊（90 か所）により 37％の森林が失われた
流域（1.18km2）において、地震から約 3 年後の 2021 年 6 月 23 日～11 月 17 日と、4 年後の 2022
年 6月 7日～8月 7日に降雨量と流域からの河川流出量を観測しました。各期間の総降雨量 Pから総
流出量 Rを減じることで、各期間の総蒸発散量 Eを算出しました。 
一方で、各期間の気象データ（降雨量、日照時間、風速、気温など）を使って、仮に地震による斜

面崩壊がなく森林が元のままであった場合の総蒸発散量 E0 を、森林に出入りする熱の収支に基づく
モデルにより推定しました。各期間で E と E0を比較することで、地震による斜面崩壊で蒸発散量が
どれだけ減少したかを評価しました。 

 
【研究成果】 

蒸発散量は、地震により、地震から 3 年後では 27％、4 年後では 19％、それぞれ減少したことが
分かりました。4 年後のほうが減少幅が小さかったのは、草や実生（種から自然に育った若木）が 3
年後より多く茂っていたためと考えられます（図 1）。別の研究で報告されている、近隣で風倒により
森林が 90％減少した場所での蒸発散量の減少幅（13～23％）と比べると、本研究での減少幅は森林
の減少率（37％）の割にかなり大きいことが分かりました。これは、斜面崩壊の場合は森林だけでな
く下層植生も破壊して裸地化させるため、蒸発散量減少への影響がより大きいことが原因と考えられ
ます。 

 
【今後への期待】 

上述の通り、降雨量のうち蒸発散量を除いた分が河川へ流出するため、今回の研究成果は、同じ降
雨でも地震後は河川流出量が増加していることを意味しています。今後、草や実生のますますの回復・
成長により、蒸発散量は地震前の状況へと徐々に回復していく（河川流出量は減少していく）と予想
されますが、斜面崩壊が高密度に発生した流域では崩壊した土砂が不安定なままで流域内に残存して
いて下流に流出しやすい状況にあることも考慮すると、もうしばらくは洪水や土砂流出（濁水）に十
分注意する必要があると言えます。今後も観測を続けることで、森林の回復に伴う蒸発散量や河川流
出量の変化を明らかにすることが期待されます。 
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【参考図】 

 
図 1. 研究対象流域の一部を UAV（無人航空機）で撮影した空中写真（左：地震から 3年後の 2021年 
 7 月 15 日、右：4 年後の 2022 年 7 月 12 日）。右のほうが草や実生が多く茂っていることが分かる。 
 
 


